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1 はじめに

今日,ブログツールやブログサービスの普及に伴い,
多くの人々がブログサイトを開設し,情報発信できる
ようになった. 一方,ブログサイトの中には価値の低
いブログサイト (スパムブログ,Splog(スプログ))が増
加し,検索エンジンにおける不当な順位操作や検索結
果における精度低下の原因となっている.

Kolariらは英語圏の Splog空間について調査を行っ
ている [1]が,日本語圏の Splog空間は英語圏とは異な
る傾向にある. また,日々新たな種類の Splogが出現
し,いたちごっこの状態が続いている. 効果的な Splog
フィルタリングの実現には,Splog空間についての十分
な知見が必要である.
本研究では日本語 Splog 空間に関する知見の獲得

を目標とし,Splog空間を定量的に調査するための支援
ツール SplogExplorerを開発した. 本ツールは 3つの
サブシステムから構成されており,それぞれのサブシ
ステムが Splog空間を分析するための種々の機能を提
供する.
本論文の構成は次の通りである. 2では開発した定

量的 Splog調査支援ツール (SplogExplorer)について
述べ,その効果について検証する. 3では本論文の議論
をまとめ,今後の課題について述べる.

2 SplogExplorer: 定量的 Splog調査支援ツール

本研究で開発した定量的調査支援ツール SplogEx-

plorer は以下の 3 つのサブシステムから構成される.
また全体の構成を [図 1]に示す.

1. SplogAnalyzer
2. SameArticleIdentifer
3. SplogChecker

以下,各サブシステムの機能と役割について述べる.

2.1 SplogAnalyzer

SplogAnalyzer(SA)システムは利用者がブログ検索
を行い,ブログサイトやブログ記事の特徴量を把握す
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図 1: SplogExplorerシステム全体構成

図 2: SplogAnalyzerにおける検索結果

るためのシステムである.
SAシステムには Splog検索を行うための様々な検

索機能が備えられており,キーワードによる検索の他,
各ブログサイトの記事数やリンク数などの数値情報を

用いた検索を行える. 検索結果には実際のブログ記事
が持つ記事本文やタイトルが示される他,記事数やリ
ンク数などの特徴量が示される [図 2]. 表 1に SAシス
テムが提示する特徴量を示す. これらの特徴量を提示
することで,Splog空間と Splogでない空間との特徴量
の相違を分析することができる [2]. そのほか実際に検
索されたブログサイトに対して,SplogChecker(2.3参
照)によって付与された Splog判定情報も提示され,検
索結果上での Splog空間が持つ特徴量も利用者に提示
される.

2.2 SameArticleIdentifer

SameArticleIdentifer(SAI)システムは,他のブログ
サイトの記事を無断引用するコピー＆ペースト型 (コ



表 1: SplogAnalyzerにて提示される特徴量

記事数 ブログサイトが一日に書く記事数
記事内リンク数 ブログ記事内のみでのリンク数
全文字数 ブログ記事内の文字数

タグ無し文字数 ブログ記事内のタグを除いた文字数
圧縮率 タグ無し文字数/全文字数

サイト内リンク数 ブログサイト全体での外部リンク数

図 3: SameArticleIdentiferにおける記事解析

ピペ型)Splogを検出するシステムである. ここで SAI
システムにおいてコピペ型 Splogを検出するためのア
ルゴリズムを説明する. このアルゴリズムではまず,
コピペ記事の元になる記事を解析する.記事解析時の
状態を [図 3]に示す. ブログ記事に対し形態素解析を
行った後,抽出された単語に TFIDF法 [3]を用いた重
み付けを行う.重み付けされた上位の単語から順に連
続的な AND検索を行っていき,ブログ記事の絞り込
みを行うことでコピペ型 Splogの検知を可能としてい
る.実際にこのアルゴリズムでコピペ型 Splogが検知
された結果を [図 4]に示す.また TFIDF法を使用せ
ず,ある 1単語と隣合う単語を解析時に抽出すること
で部分的なコピペにも対応したシステムとなっている.

2.3 SplogChecker

SplogChecker(SC)システムは効率的な Splogの正
解集合作成支援を目的としたシステムである.

SplogAnalyzerや SameArticleIdentiferでは検索結
果からのみ Splogフラグを付加することができるが,本
SCシステムでは Splogフラグの付加を一括で行うこ
とができ,効率の良い Splogフラグ編集が行える.また
本 SCシステムはブログ記事集合全体における Splog
の割合と Splog空間の特徴量も提示する.

[図 5]に SCシステムのユーザインタフェースを示
す. 利用者はアカウントを作成しログイン機能を使用
することで Splogフラグ編集回数や記事に対するアノ
テーション機能を使用できる.また他の利用者による
記事へのコメントも閲覧でき,利用者は自分の評価だ
けでなく他の利用者の評価も参考にしながら Splog空
間の範疇を決定できる.
利用者がどのようなブログ記事やサイトを Splogと

判定するかは利用者一人一人によって異なる.そのた

図 4: SameArticleIdentiferによる連続的なAND検索
による検索結果

め本システムでは複数の評価者が Splogか Splogでは
ないかを判定できるような設計となっており利用者側

で Splogの定量的定義を決定可能な設計となっている.

図 5: SplogCheckerのユーザインタフェース

3 まとめと今後の課題

本研究では Splog空間における定量的な調査を支援
するためのツール SplogExplorerを開発し,提案ツー
ルが Splog空間に対しどうのような支援をするのかに
ついて述べた. 提案ツールは 3つのサブシステムで構
成されており,これらは全て Splog空間を定量的に調
査することを目的としている.
本研究の今後の課題は,データセットの大規模化に

向けたツールの構築と精度調査である.また本研究の
最終目標は Splog空間の定量的分析に基づく効果的な
Splogフィルタリングの実現であり,今後,本ツールを
用いた Splog空間の分析を行う.
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